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きずな 多賀町立多賀小学校 校長 松林 淑子

３学期～ジャンプアップする１年のスタートに～

例年より少し長めの冬休みも終わり、３学期のスタートとともに子どもたちの元気な声が戻っ

てきました。１月は大雪に見舞われた日もありましたが、寒い中でも元気よく遊ぶ子どもの姿が

見られます。３学期は１年の中で最も短い学期ですが、この１年のまとめをして次の学年へとつ

なげる重要な時期となります。授業での学習のまとめ、なわとびカードや百人一首暗唱への挑戦

をはじめ、各学年とも総合学習での発表や送る会へ向けての練習など協力する取組もあります。

今年は卯年、ウサギのようにぴょんとジャンプアップしていける充実した３学期にしてほしいと

願っています。

◆地域と共にある学校づくりをめざして◆
子どもたちには、実際に体験することからさまざまなことを学ぶ機会を設定し、未来に向かっ

て生きる力をつけるための一助としたいと考えています。そのためには地域の方々や町内施設の

サポートが必要不可欠なものとなっています。年間を通していつもお世話になっていますが、最

近の活動の様子を紹介します。

☆多賀にんじん収穫体験☆
１，２年生が、ＪＡの方や人参畑所有者の方にお

世話になり、多賀人参を掘る作業を体験させていた

だきました。子どもたちは給食にも使われている多

賀の特産品である多賀人参をたくさん引いて楽しい

時間を過ごしました。おいしそうな人参をお土産に

いただき、みんなとても喜んでいました。

☆認知症サポーター養成講座☆ ☆図書館探検ツアー☆

認知症サポートキャラバ ２年生が多賀町立図書館へ

ンメイトの皆様が６年生対 行き、職員の方から図書館の

象に、寸劇を交えながら認 使い方などいろいろと説明を

知症についてわかりやすく 聞きました。本に興味ある子

教えてくださいました。 どもたちが多く、好きな本を

寸劇では、ごはんを食べ １冊借りる時には時間をかけ

たことを忘れ孫に食べ物を て選んでいました。

せがむおばあちゃんに孫と

してどのような言葉をかけ

るかという場面に４名の児

童が実際に演技しました。

どの児童も優しく対応でき

ているとのコメントがあり

ました。



☆昔遊び体験☆

学校支援ボランティアの皆様

が子ども時代に遊んでいたあや

とりや駒回し、めんこ、ゴム鉄

砲、竹とんぼなどの遊びを１年

生児童に教えてくださいました。子どもたちは「おもしろい」

「もっとやりたい」と言いながら、楽しく活動することができました。

☆お琴体験☆
お琴サークル多賀若葉会の皆様による

「もちもちの木」の弾き語りを鑑賞した

後、小グループに分かれて弾き方を教え

てもらい、５年生児童が順番に演奏体験

しました。いにしえから伝わる美しい音色に耳を澄ましました。

第２回ＰＴＡ資源回収にご協力ありがとうございました
１月２１日（土）に資源回収を実施しましたところ地域の皆さまから多くの雑誌や新聞、空き

缶、古着など出していただきありがとうござい

ました。また、大変寒い中、早朝より字役員、

学級委員、本部役員の皆様には回収作業を協力

して進めていただいたおかげでスムーズに終え

ることができました。今後ともＰＴＡ活動への

ご協力よろしくお願いします。

◆校内書き初め展◆
１，２年生は硬筆、３～６年生

は毛筆の作品を展示し、校内書き

初め展を１／２４～２／１０まで

開催しています。参観日に多くの

保護者の皆様にもご覧いただきま

したが、どの学年も力作揃いです。

２・３月のおもな行事予定

◇学習参観・６年ＰＴＡ親子活動◇ ＊各行事は変更することもあります

１月２５日の学習参観日には、雪の中にもかかわら 日 曜日 行事内容

ず、子どもたちの様子を見に来ていただきありがとう ２月

ございました。また、６年生の保護者の皆様には、小 入学説明会

学校最後の親子活動に参加し、子どもと一緒にガラス 避難訓練

作品の制作に取り組 郡特別支援学級交流会

んでいただきました。 縦割りお別れ会

講師の若林敬子氏に ６年生を送る会

ご指導いただき、思 ３月

い出に残る時間にな 卒業証書授与式

りました。 修了式


